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概    要  
 本研究は、地域社会の文化芸術活動を積極的にサポートしたいと考える学生の実践的なマネジメン
ト能力を育成するとともに、地域社会を土壌とした教員養成・教師教育プログラムを試行し、その有
用性を検証しようとするものである。 
 2009年春より、本学美術担当教員らが組織運営の主体となっている「E&Cギャラリー」を利用して、
学生が実社会との直接的な関わりをもてる教育システムを立ち上げ、展覧会の企画運営、広報、ニュー
スレター編集発行等の活動を中心とした実践的取組を続けている。また、教師の専門性の基盤となる資
質能力は、必ずしも学生が在学中に習得できるものではなく、教職生活全体を通して向上できるもので
あるとの観点に立ち、2010年4月より定期的な美術教員研修会「アートセッション」をスタートさせた。
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 本研究の目的は、「E&C ギャラリー」を活動拠
点とした学生のマネジメント力育成と、これまで
の教育実践と教師支援の実績から構想した教員研
修会「アートセッション」を核とした課外の教員
養成・教員研修プログラムを研究開発し、学生-
学校教員-美術作家-学芸員-研究者のコミュニケ
ーションと世代間交流を促すネットワークシステ
ムを構築することにある。 
 具体的な取り組みは次の通りである。 
① 教員養成・教師教育において課題となってい
る授業設計および優れた企画力の育成。 
② 創作活動を踏まえたうえでの指導力の形成 
③ 鑑賞教育プログラムを進化させる事によって
得られる作品評価の理解。 
④ 展覧会、ワークショップの企画をとおして実
現するマネジメント能力、コミュニケーショ
ン能力の育成。 
 研究の背景には、自発的に社会との関わりを持
てる環境を大学教育に取り入れ、学生の総合的な
修学達成度を高め、人間としての力に厚みを増し
たいという考えもある。 
 地域社会の文化レベル向上と芸術家の活動支援
をめざし、2009年4月にNPO法人E&Cギャラリーを創
立し、福井駅前に恒常的に学生が企画運営に関わ
るユニークなギャラリースペースをオープンさせ
た。初年度は年間９つの企画展と４つの個展を開
催し、そのクオクオリティーの高さとギャラリー
の独自性はマスコミ等でも頻繁に取り上げられ高
く評価された。学生達の力はギャラリー運営の要
となっており、ポスターやチラシの制作、搬出入
など、主体的な活動が発展し続けている。学生達
にとってE&Cギャラリーは一般社会との直接的な
つながりを持てる貴重な学びの場となっている。 
 一方、2009年4月に導入された教員免許更新制度
を契機に、これまで幾分希薄であった美術専門教
育分野（実技系分野）と学校現場とのコミュニケ
ーションが活性化された。宮崎、湊が担当した講
習「図工・美術科教師の実技指導力の形成支援」
で得た知見により、こうした教師教育プログラム
に対する学校現場の潜在的なニーズがあることを
再確認した。そこで宮崎、湊は長期的視野に立っ
た実験的な美術教師教育プログラム「アートセッ
ション」を開始した。「アートセッション」は、
対話を中心としたアプローチで進行する検討会と
も言える。具体的には、参加者である７名の学校
教員が選出したテーマ（「膜」「余韻」など）に
沿って、それぞれが構想を練り準備した制作のア
イデアやコンセプトについて、参加者全員でひと
つひとつ丁寧に検討し、マケット制作を経て完成
させた作品をE&Cギャラリーにて発表した。学校教
員が一人の創作者としての自身の制作とその経過
の中から沸き上がってくる実感を基盤とし、授業
を構築する上での考え方に応用していく仕組みを
探ろうとするものである。 
 これらの取り組みに共通するのが、単位や成績
が保証されていない課外活動であること、参加者
の意欲が極めて高いことである。そこで、このこ
とについて定量的なデータを収集し、課外活動の
効果とその有用性について検証したいと考えるに
至った。  
 また、教員がひとりの創作者としての視点に立
ち戻る機会を保証できるシステムを構築すること
により、美術教育の質向上に大きく寄与できると
考えている。
研究の背景および目的 
 １ 学生キュレーターのトータルプロデュースに
よる展覧会の開催 
① 大田ゆら展-訪ねる場所-｜とき：2010.09.11
〜09.23｜ところ：E&C ギャラリー 
② 阪本トクロウ展｜とき：2010.10.30〜11.14
｜ところ：E&C ギャラリー 
企画展運営における一連のプロセス（企画立
案、作家選出、交渉、広報、展示搬出入、ギ
ャラリートーク開催、展評、活動の記録）を
学生が主体的に執り行った。 
 学生達は、アートマネジメント講座担当の
篠原誠司氏（足利市美術館キュレーター）の
アドバイスも活かし、初めての試みでありな
がらも、プロの若手人気アーティストを招待
し、質の高い展覧会を作り上げた。実社会と
の繋がりが必然的に強くなるこうした課外活
動における経験の有用性を確認した。 
２ 活動報告書（ニュースレター）の発刊  
E&C ギャラリーニュースレター第４号（201
0.6.17）、第５号（2010.1.21）を発刊した。主
に、展覧会レポートと展覧会評論にギャラリ
ートークレポートを加えた構成となっている。
８名の学生キュレーターが執筆し、４名の学
生デザイナーが編集した。テキスト作成にあ
たっては、プロライターの森川徹志氏（カウ
ベルコーポレーション代表）の指導によるラ
イティング講座（計８回）を行った。 
３ 活動のアーカイヴィング、Web ページの作成 
PC 環境を整え、E&C ギャラリーのウェブペ
ージ<http://eandcgallery.com/>を充実させた。
このことにより、ギャラリーの来場者数は確
実に増えている。現在に至っては一日平均２
０名の来場者がある。 
４ シンポジウムの開催 
シンポジウム「福井ルネッサンス－活性化を
問う 固有名の発見に向けて－」｜とき：20
10.11.28｜ところ：響のホール（福井市）｜
内容：E&C ギャラリー代表でもある宮崎光二、
アートディレクションを務める湊七雄、西畑
敏秀仁愛女子短大教授のほか、ゲストとして、
芸術家の国際交流を支援するアジアン・カル
チュラル・カウンシル（東京）の吉野律女史
を招き、アートを活かした街づくりについて
討論し、今後の具体的な取り組みについての
方向性見出した。 
 
５ アートセッションの開催 
宮崎、湊と７名の現職教員が、月１回の頻度
で集まり、対話に重点を置いたアプローチで
研究会を進めた。 
 
 研究期間中の具体的な取り組みは上述の通りで、
複数のプロジェクトが同時進行する形式をとって
いる。教員養成と教師教育という二つの大きなミ
ッションは、目指すべきゴールは同じであるにも
関わらず、まったく別物のように語られ、例えば
学生と現場教員の有機的な繋がりは確立されてい
ない。しかし、美術は社会との関わりが極めて重
要である。美術教育は「学校」という枠組みの中
だけでは成立しないものであり、地域社会との強
固な繋がりが求められており、幾分雑多に見える
複数のプロジェクトにて、様々な方向からアプロ
ーチする必要があった。 
  
 本研究の特徴としては： 
① 学生・教職生活全体を通して教員の資、能力
を向上できる研究プログラムである 
② これまで曖昧に扱われてきた課外活動の可能
性を探る研究である 
③ 中・長期的視野にたった継続的な研究である 
④ 社会を巻き込んだ研究プログラムである 
⑤ 大学卒業後、教職生活全体を通して教員の資
質能力を向上できるプログラムを提案出来る 
等があげられる。 
 
 一連の取り組みにより、継続的に外来者（学校
教員、美術作家）が学内に訪れる状況が出来た。
このことによって、世代間交流が促され、学生に
とってもより充実した教育環境モデルが整えるこ
とが出来た。また、課外活動の充実により、学校
カリキュラムの枠内では実現が困難だった取り組
みを実現出来た。プログラムに参加した学生・学
校教員は、図工・美術の教科指導のリーダーとし
て社会や学校現場で活躍できる。 
 
 次年度以降も本研究プロジェクトを継続し、新
しいスタイルの美術科教師教育プログラムの開発
にあたりたい。
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